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取扱説明書 


このたびは本品をお買いあばいたださましてまことにありびとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明書 J 及び別冊の「工事説明書」をよ<読 
んで、正しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、別冊の r 工事説明書 J 、保話書と共におず保管してくだ 
さい。 
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ま全のために必ずお守りください 

•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品をま全に正しく使巧するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


A 危険 (danger) 

么警告 (WARNING) 
么ま意に AUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が 
死亡、重傷を負ラ危険、または乂災の危険び差し迫 
って生じることび想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
死 t 、重傷を負ラ可能性、または乂災の可能性び想 
定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
傷喜を負ラ可能性や物的損害の発生び想定される 
内容を示しています。 


参お守りいただく内容を、次の絵表示で区分していぎす< 


0 d (S) ® 


この絵表示は、「禁止」されている内容です。 


説明文中の r お願い」 事頃は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


I * 練原師ップ閱誦閣 

給排気筒トツプの周りび雪でふさびれたままで 
使用しないでください。ふさがれているとをは. 
除雪して < ださし、。 

閉そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、危険です。 



0 


f 排気筒（管，ホース）外れを険 


給排気筒(管、ホース)ががれたまま使用しない 
で < ださい。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です。 



を 


0 


告 （ WARNING) 


★ガソリン厳禁 


ガソリ ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないて•くだ 
さい。 

少量の混入でを、乂災の原因になります。 


■ 


么危険 （ DANGER) 


この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容でず。 


この絵表示は、「注意」していただく内容です。 


お使いになる前に 










ま全のために必ずお守りぐださい 



告 （ WARNING) 


★スプレー吿聲塾 

スプレー吿や力もットこんろ用ボンベなどをス 
トーブの上や前(周囲に)や温風のあたるところ 
に放置しないでください。 

熱で宙の圧力が上がり、爆発して危険でず。 

★温風吹出□ をふさびない 

あ類、紙などで温風吹出口や空気取入□をふさ 
びないでください。 ジブタ7=^ 

茲類、紙などでふさ 心像 し 

ぐと、異常麵ゃ乂 

災の原因になります。劍^屋 V N / 




★巧類の乾燥厳禁 I 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

あ類び落下して义びつさ、义災の原因になりま 


定期点検の実施 I 

定期的 （2 年に]回程度)に点検-整備を受けて 
ください。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因にな0危険でず。 

点検-整備はお買いまめの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください 。へ 




★ご自身での据付け•移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険でず。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼くださ 


(ストーブを移設させる場合を同じです< 





0 



意に AUTION) 


[★カーテン、可燃物近接禁止1 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用 
しないでください。毛布やみとんなどを近くに 
置かないで < ださい。 

乂災が発生するおそれびあります。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 


泌 


0 


r ★給油時消乂 I 

給油は、必ず消 广 
乂してからおこ r 
なって<ださい。新 
火災のおそれび^ 
あります。 


の 

側 



〇 


I ★異常時使巧禁止 I 

万一異常を感じたと . ! 

をは、使用しないでく 
ださい。 すジ 声 

異常燃焼のおそれび が 

ありぎす。 , _ —一 

I ★油漏れ確認 

給油□□金は確実に締めてください。 
給油□□金を下にして、油 
漏れびないことを確かめて 
ください。 

給油□□金を斜めに締めた ( 1 
0すると、簡単に給油口 □ 

をびがれ、火災のおそれび / ^ 
あ0まず。 _ 

f ★ 居室巧給油禁止 I 

給油は、必ず乂気のないところで 
おこなつて < ださい。 

火災のおそれびあります。 


0 


〇 

確認 

0 














★高温部接触禁止 


燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ルーバーなどに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあ0ます。 



接触禁止 


嗟指や異物を入れない J 

温風吹出□や空気取入口などに、指や異物を入 
れた〇しないで< ださい。 

けびや乂災のおそれびあ0ます。 



0 


I ★分解修理の寧止 I 

故障、破損した5、使用しないで< 
ださい。 

不完全な修理は、危険です。 

み改營使用の禁止1 

改造して使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床隱 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

乂災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険です。 

★電源与ードを傷をを 、I 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 
しないで < ださい。 

また、電源プラグを抜くときは、コー 
ドを持って引さおかないで < ださい。 
電源コードび破損し、乂災や感電の 
原因になります。 


分解禁止 

0 


0 


I ★ sill こ直接あた！5ない I 

温風に直接長時間あた5ないでください。 

低温やけどや、脱水症がになるおそれがあります。 
温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 
くなることびあ0ます。 



0 


み腰をかけたり杨をあせ-を巧 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
で<ださい。ストーブの故障や、やけどのおそ 
れびあ0ます。ストーブの上になびんや、水を 
入れたものなどを置かないでください。水びか 
かると漏電や故障のおそれびあります。 



0 


L ★鲜排巧がを巧.職物を棲禁止] 

給排気筒トツプの近くに、巧油や可燃物など引 
乂のおそれのあるをのを置かないでください。 
火災のおそれびあります。 




0 


皮雪；量さ岛1量こ量逼蜀 

電源プラグはコンセントに根元まで 
膜に差し込んでください。 AB 

また、傷んだプラグやゆるんだ]^ 

I ンセントは使用しないでください。ノホ旨示 
火災の原因になります。 ^ 

城れた手での抜を差しはしない1 
でぐたさい。 0し。かりと 

感電の原因になります。 [X 


意 （ CAUTION) 


お使 S になる前に 


3 





安全のために必ずお守りください 

A 注意 （ caution) 

. _ 1 _ 

1 ★長期間使用しなし、ときは電源プラグを抜< 1 

長期間使用しないとをは電源プラグ 
をコンセントか 5 抜いて<ださい。 

火災や予想しない事故の原因となり 

ます。 離プラグを巧く 

1 ★電源プラク:みお軍; ya をずる 1 

ときどさは電源プラグを抜さ、ほこ 
り（及び金属物)を除去してください。 ■■ 
(ほこりや麵びたまると湿気など 
で絶縁不良になり）火災の原因にな J 旨示 

0 ます。 


み高地(標副日 OOmL な)では使用禁止1 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼しまず。 

1 日孤〜 1 抓日 m の場所では再調整び必要ですので 
販売店までお問い合わせ<ださい。 

^ を S 

み司燃性ガス梗用禁出 

ス1ブを使用している部屋で、巧 
燃性ガスび発生ずるちの(ガソリン、1 X 1 
ベンジン、シンナ-)、スプレ-を使 
用しないでください。 使用禁止 

火災や故障の原因になりまず。 

★巧面に注意1 

ほこりや、タバコの煙などにより、 A 

遍風峽出□周辺の床面び巧れたり変/|\ 

なする•がが 0 ホす。 / • \ 

また、熱に弱いジユータンや床の上 ま意 

で長時間使用ずると、変色したり、 

そ 0 返ることびあ 0 ますので、熱に 
強いマツトなどをひいてください。 


L ★お子様やお年寄りのご使用にま哥 

お子様やお年寄り、体のご不自由な A 

方がお使いになる場合は、やけどな/|\ 
どについて、周囲の人び充分にミ主意 i •\ 
してください。 注意 


广 

お願い （ NCmCE) 

< — 

* 口油を 席豪 

♦灯油の廃棄処分は、 

好油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 

_ 4 


使用する場所 


r 

「★効果的に便用ずるために1 J 

ぶ 

、が/ 


♦温風の循環を巧げるちのびない場所に設置して<ださい。 

•外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 

( 

軒 

圈 

) 

, 


二. 


イ 


4 








各部のなまス 


外観図 


油タンク 


タンクふた 
操作部*表示部 


フ□ントパネル 

ルーバー 
(温風吹出し部) 


フアンフイルター 
(温風用空気取入 □ ) 

背面カバー \ 
_ 

背面カバー g 

胤 I 


巧流用フアンモーター 

/ 

— 、 背面カバー 
^庙）— 

ル—ム 

fit ターニスタ 


排気口 


構造図 


ストッパー / 
ブフケット/ 

扫户気筒外れ/ 
横知線 / 

電源プラグ 


‘電源コード 


遮熱板 


給気口 











燃焼用送風機 


油受けざ5 


蜜磁ポンプ 


お使いになる前に 





















I 
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セーブラン^ 

点な 

•セーブ運転中 

消灯 

参セーブ運転解除 


タイマーランプ 

点な 

♦タイマー運転待 
機中 


温度 • 時計 • タイマー時刻表示ランプ 

ストーブを操作したとさの状態を表示し、デジ 
タル表示部の表示内容を示します。 


チャイルド□ック ttO 

給油 I 


タイマー 

セーブ 


( 3 砂巧 y 

チャイルド□ック タイマー 

〇 〇 


運輯 



セ-ブ 


タイマ—ボタン 

タイマー運転を開始しまず。 

14ぺージ参照 


チャイルド□ックポタン 

設定-解除をずる場合はチャイルド□ックボタ 
ンを3秒し义±押します。 

15ページ参照 


デジタル 


;晶度 ■ 
時計 n 
タイマ-關口 


二い二。ご 


設定温度 室内ミ畳度 


■温度表ル 

設定温度…… 

1日む〜32むまで設定温度を選 
おでさまず。 

室内温度 

-9 む〜3日でまで表示します。 

■低温表示-高温表示 

じ〇」•-…室内温度び 
-10 で政下。 

「W I 」……室内温度び 
光で政上。 


温度 □ 
時計— 
タイマ-時刻口 


温度 

時計 

タイマ-時刻 


〇| • いつの 
し, • U U 

設定温度室巧温度 
□ □ン 

g iV I n n 

^ し'し, 

設定温度室内温度 



度計： 
温時 






















温度 □ 
時計口 
タイマ-時刻口 

♦給油 


レーけ 。 f ,，つ] ■撒由 I こ関ず如実則然焼時胃 

I 广广 I 。 1 い f 1 分〜 1 日分まで表示しまず。 

※油切れ時卜…顧おします。 


温度 

時計 

タイマ-時刻 


巧：臣 

設定温度 室内温度 


■自動的に消乂したとをの表示 

自己診断機能により、異常時には 
EE ご〜がぶ:惟表示します。 

(24 ぺージ参照） 


1秒間毎に 
r 点滅」します。 
予備燃焼時に 
1秒間に2回 
r 点滅」します。 


■コ□ン 

寺刻表示 
i 転中 


■現在時刻表示 温度口 1 ■ おパ■タイマー運乾時刻表示 

^の時刻を表示します。 時5^ ° h • / 1 P I タイマー運転設定時に表おします。 

タイト時刻 ■ し • J I 一' • J 

設を温度 室内温度 


養示部 


_給油ランプ_ 

点灯 

油タンクび空になって消火ずる1日分前に点灯と 
同時にブヴーび鳴り、残り燃焼時間(分)を表示 
します。 

点滅（運転停止） 

油びな < な〇自動消火しました。 

(10 秒間ブヴーび鳴りまず） 


室温/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使います。 

♦室患!設定の場合 

室温設定をお好みの温度に設定することびで 
をます。 

© あるいは (5) のボタンを押して含わせて 
<ださい。 

•時刻設定の場合 

Q あるいは©のボタンを押して合わせて 
<ださい。 


1日、]2、14ぺージ参照 



お使いになる前に 













使う前の準備 


燃料について 


® 燃料は、な油 US 1号な油）を必ず使用してくださし、。 


A 危険 


★ガソリン厳禁 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使巧しないでください。 

か量の混入でち、火災の原因になりまず。 


01 ® 


♦ガソ U ン、シンナーおよびこれらび混入した口 
油、変質灯油、巧れたな油、水やごみの混じつ 
ているな油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 

♦灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で灯油専用容器を使ってイ呆 
管してくだごい。 


I な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます 
(火の気のないところでおこなってください) 


〇巧油 X ガソリン 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


A ミ主意 


給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってか6、 
ところでおこなって<ださい。 

火災のおそれびあります。 


火の気のない 


〇 

消乂 


給油の際の手順と注意 


1油タンクふたを開けて、油タンクを取り出ず。 



給油□□金をを 「 QJ へ回して取りはずす。 

♦給油口□金を取りはずす前に、先端の弁部を巧 
すと、給油□□金び開けやす<なります。 


附属品の「□金開閉具」を使用しまずと、灯油で 

手を巧さないで給油□口金の開閉びでさまず。 
\_!_ 


給油ずる。 

市販の給油ポンプの先端を、止まるまで軽く差し 
込んで、油量計を見なび6給油してください。 
(ホースが抜けないよラに注意しなが5給油して 
<ださい。） 

♦灯油は油量計の上部炬図-'給油位置)まで給油 
してください。入れ過ぎると、あふれ出ることび 
ありますので充分を意して給油してください。 



心 
















給油□□金を締める。 4 

給油口□金をち「〇」に回して、確実 

に締めてください。 

参こぼれた灯油はよく拭き取つてくだ 〔本機のお油口 □金] 

さぃ。 ^ 

★給油□□金は、斜曲に締めたり、締 gp 

めつけが不完全ですと、油漏れによ 
る火災の原因になります。また、違 ^ 

つた給油□□金を取り付けますと油 
がでな< な0ます。 

油漏れのないことを確認ずる。 

口金開閉具をとりはずし、給油□口金を下にして油漏れの 

ないことを確認して < ださい。 

★油が漏れる状態で使用しないでください。火災のおそれ 
があ0ます。 

油タンクをセツトします。 

油タンクをストーブに正しく静かにセツトします。 


口金™具 


給油ロロ金 

地実に巧める） 


給油□口を 


V 確認^ 



r 燃料切れの注意 


★灯油の残0がかなくなると r 給油ランプ J び r 点灯」しブヴーび鳴り、デジタル表示部に残り燃焼可能時間 
「らご，'日 J 表示しまずので、運転スイッチを押して消火してから、給油してください。 

★灯油が完全になくなると消火します。 

このとをデジタル表示部に「-」を表示し、異常びあったことを知5せます。 

•再運転する場合は、本体温度び充分下がってから油タンクに給油し、 r 運転スイッチ」を一度「切_!にして 
か5「入」にしてください。 


点义前の準備と確認 




油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は油タンクに油漏れびないか確かめてください。 

万一、油漏れしている場含はおずお買いまめの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店-営業所に 
ご相談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

•給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。 

外れていると運転中に排ガスび漏れ大変危険です。 

ストーブ周辺の確認 

♦ストープの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 

a 


お使いになる前に 





使ラ前の準備 


現在時刻のセツ 


★電源 プラグをコンセント （家庭 用 AC 
1邮 V )に確実に差し化む。 

♦デジタル表示部はち図のよ 5 に時計 
ここ!：とこ) が「点灯」しまずので、現 
在の時刻をセツトして < ださい。 

{ じけ巧し) 




温度 
時計 
タイマ-時刻口 


設を温度室两温度 


チャイルドロックタイマー セーブ 

〇 〇 〇 


ぁ歡 


さげる 



温度 

時な 

タイマ-時刻 

④ r 時計 J 表あ一 


W 


投定睡度 


m 

室の胃度 


〇タイ 7 — 
〇セーブ 


。レド□リクべ>1 


〇給ミ由 


デジタル表示部 


現在時刻が午後7時10分の場含 

( DO または0のポタンを1度押ず。 

「ピツ」と音びして「時計」表示び「点滅」します。 

⑤デジタル表示を見なが S © のボタンを押して 
巧に合わせる。 

③デジタル表示を見なが S 0のボタンを押して 
10 に含わせる。 


;豆 度口 
時計 ■ 
タイマ-時刻 □ 


可):區 

設定温度 室内温惶 


♦ど; J ■ じジのボタンは、1度押すごとに1時間または1分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みます。 

•時刻含ねせをする場合は、「時計 J 表示が r 点滅 J しているり日秒間）に•に^のどち5かのボタン 
を巧して < ださい。 

_時刻台ねせができなかった場をは、わラー度 ( Q またはのボタンを巧してやり直してください。 

® r 時計」表示び、 r 点滅」か引点な」に変わり、設定び完了します。 

I -お願い- 

★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりずる場合は、コンセントを一度抜い 
て、をラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでを直らないと舌はお買い求め 
の販売店までお問い合わせ<ださい。 

★ス I -ーブに初めて通電したとさが、停電後や、電源プラグ 温度 nf -^ ( -^ 

を抜いて再通電した場合、デジタル表示はち図のように表 時計 ■——— 
おされ、「時計」表示び r 点な」しますので、現なの時刻を設タイ7—時刻口 J I - 

定してください。 目をぉ豆)！室内温)1 

、 一 _ 


I ★省電力機能 I 


♦時計表示中に、5分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消灯」して、電力の消費 
をおさえます。 

時計表示を確認したい場含は、操作部の運転スイッチながのどれかのボタンを押すと表示します。 

運転スイッチを押ずと点乂動作に入りまず。（運転中及びタイマー待磯中この機能は働をません。） 







使用方法 


点义（通常運お) 



「温尉まボー I ' -1-デジタル表示部 I —③運捉スィッチ 


油タンクに口油があるのに r 給油ランプ」 び r 点別 または r 点滅」 してしぶ場含は、油受けを取り出し、 
ごみや水を捨て、な油で洗浄してください。に0ぺージ参照） 

また、給油口□金び間違つていないか、確認してください。 （9 ぺージ参照） 


① r 運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

♦ r ピッ」と音びして r 運転スイッチ」び r 点滅」しまず。 

♦ r 温度」表示が「点灯」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表おします。 

( D 約2分後に自動的に点乂し、 r 運転スイッチ」び r 点な」に変わりまず。 

-お願い--- 

★ご購入されて初めて使用されると去に、製品の塗料や加工油などの焼けるよラな臭いび ずる 場台が 
ありまず。 

このよラな場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた巧）を少し開け、半曰か5 
1曰程度、「強」運転をしてください。 

★初めて運転するとさは、送油経路に充分燃料び供給されていないため、一回で点火しない場合があ 
りますから、しばらく待ってからをう一度点火操作をおこなってください。 

★] 〜2 回 点火操作をして、点乂しなかった場を、 何回わ 点火しないでください。バ—ナ-内に口油 
びたまりまず。贩売店にご連絡ください。 

★点乂後約日分間は、漏度調節に関係なく r 弱燃焼」 しまず。 

★点火後約2分間は、対流用ファンは回りません。 

★室溫が日で切下の場合は、点火までの時間は約4分になりまず。 


お使いになる前に 


使いかた 


向 




使用方法 


义力調節（室温の調節…運転中にしかでをません) 



温度設定しない場合や停電や電源コードを抜いた後再運転ずる 通盾 ■ 

つ•つ 

0 

ぶ 


場合は、「,?ご」り〇む)び設忠晶度となります。 ° 

dlJ 

0 


、 

設定温度 


室の温度 

ノ 


①0または0ボタンを1度押ず。 

♦「ピッ」と音びして「温度」表示び、「点滅」します。 

( D 温度を上げるとを。 

•デジタル表示を見なび5レリのボタンを巧す。 

③温度を下げるとき。 

♦デジタル表示を見ながらのボタンを巧す。 


♦温度設定をする場合は r 温剧表おび r 房減」している間に0 ■ 0ボタンのどち5か対甲してくだ 
さい。設定でさなかった場合はちう一度巧して、やり直してください。 

♦設定温度は10で〜32む、室温表示は一 9む〜35でまで表示しまず。 

•室温表示は室温び一1日でし U 下の場合 rLoj 、 36むじ t 上の場合は rw <」と表示しまず。 

•設定された室温にコント□-ルずるたゆに自動的に r 強」•忡」 • r 弱」運転をくり返しまず。 

•一度温度設をしますと、その温度を記臆していまずので変更をしない限り、「消义 J 機再運転する場 
含を同一設定温度になります。 


-お願し、- 

女温度調節は対流用フアンの空気取入口近くの温度を感知しておこないますので、ストーブの位置や 
部屋の大ささなどで、必ずしち、前画パネルの「デジタル表示部」の室内温度表示と、室温とは一致 
しません。 

このような場含は、本体背面のルームサーミスタを、工事説明書の厶サーミスタを配線（移 
動)）を参照して、適切な位置に付け替えてください。 













セーブ 運転 


★セーブ運輯は、お部屋の温度をでさるだけ一定に保つための運範方法です。 


セーブ運転時は、運転中に室温び設定温度より約2む上昇すると自動的に r 消义」します。また設定温 
度まで下びると、自動的に r 点乂」します。 



セーブ運転をおこなう 


①「セーブボタン」を巧ず。 

•「セーブラン刀び「点な」して、セ-ブ運転を開始します。 


セーブ運転を解除ずる 


感「セーブボタン」を押ず。 

•「セーブランプ」が「消な」して、連続運転になります。 


使いかた 


ぶ 





使用方法 



(3 狮し） 

チャイルド日ツク タイマー 


セーブ I あじ 

ra 瓶 


U 乾 .g 紫 U . 


温度 。 f •■1 ^の1 . w ?- 

時が 。 n . -/* I 

々ィ7-悅刻 , L ,•リ I ••し , J 0セ-ブ 

__ お：^忌度 き肉殖度 


チャイルド 

□ックボタン ——I r タイマー時刻」表示 


デジタル表示部 


。ぉミ巧 J J 

' —チヤイ J レド□ツクランブ 


✓ --———--- - - - - - - 

このス1プのタイマー運転は、その時の室温により自 

室温によるタイマー点火時刻の自動変更 

動的にタイマー運転による点火時刻を変え、淸望の時刻 

15でし义± ^設定時刻 

にはお部屋を暖か< しておをます。 

0で〜1日む一設定時刻の10分前 

(室温日で]; TF の場含） 

\ 

日で LU 下設定時刻の20分前 

ノ 


■ S f I 

舞 

♦ 


午前巨時30分に設定したい場合 

①「タイマーボタン」を押す。 I 章°( ]•( 

•このときデジタル表示部の表示び「パ’-」表示に、「時刻」店 S — — •—— 
表示び「タイマー時刻」表示に変わり、「点滅」します。 設定温度 室内温度 

( D デジタル表示を見なが 5© のボタンを巧して S に合わせる。 

⑤デジタル表示を見なが！5 0のボタンを押して 5 G に合わせる。 

• 0 •じジのボタンは、 ] 度押すごとに1時間または10分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みます。 

♦時刻合わせをする場合は、「タイマー時刻」表示が「点滅」している間 （10 秒間）に Q • (2) のどち 
6かのボタンを押して < ださい。 

♦設定でをなかった場合は、をラー度 r タイマーボタン」を押してやり直してください。 


) r タイマー時刻」表示が、「点ミ威」している間に r 運転スイッチ J 对甲して「入」にずる。 

♦このとを「タイマーランプ」び「点な」し、セットび完了します。 

♦約1日砂ほど経過すると、デジタル表示は現在の時刻を表示しまず。 











-お願い- 

★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば変更しない限り、 「タイマーボタン」 を押して 
「タイマ—時刻」 表示の 「点滅」 中(約 1 日秒間)に、 「運酷スイッチ」 を 「入 J にする だけで 同一時刻で設定 
び完了します。 

★タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 

★通常運転中に 「タイマーボタン J 封甲すと 、 r 消火] して r タイマー運輯」 の状態になり、タイマー運転 
時刻に自動的に点火します。 

女タイマー運転時刻の確認は、消火時に 「タイマーボタン J を押ずと、10秒間表おしまず。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ストーブを揺5して巧震自動消火装置び作動したとき、 
電源プラグをおいたとさは点义しません。 

再度1日ぺージ[1見在^き刻面ゎッ^^を読んで、時刻合わせからおこなってください。 


タイマー運乾の解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこないたい場合。 
1 r 運乾スイッチ」を押して「刷にする。一[タイマ-運転の解除] 

2「運輯スィッチ」を再度押して[70にずる。^ [通常運転開始] 


チャイルドロックの使いかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って r 運転スイッチ」を押しても点乂しない 
よラにしたいと定に使用します。 


ヤイルド□ツクの機能 


1 運転中にチャイルド□ックを使用したとを 
♦ r 運転スイッチ」で r 消火」のみびできます。 
♦設定温度の変更など他の操作はでをません。 

2 消火中にチャイルド□ックを使用したとさ 
•すべての操作びでをません。 


「チャイルド□ツクボタン」を3秒政上巧ずことで、「セツり又は「解除」びできます。 
り4ページの操作部の絵を参照） 

「セツト」… r チャイルド□ツクランスび r 点巧」。 
r 觸除」…「チャイルド□ツクランプ」が「消灯」。 


使いかた 


ぶ 







使用方法 



① r 運転スイッチ」を巧して r 切」にずる。 

•「運転スイッチ」びしば6く「点激してか5、 r 消讯しまず。 
♦デジタル表示部は、現在の時刻を表示しまず。 


消火後約3分間は対流用フアンは回転し続けます。その後自動的に停止します。 
対流用フアンが’止まるまで、電源プラグを抜かないでください。 


-お願い- 

★ス I -ーブの消火は電源プラグをコンセントから抜をとったり、ス I ブをゆすって消してはいけま 
せん。 

★外出ずるときは、必ず消火してください。 

★長期間留守にするとをは、必ず電源を切ってくださし、。 


消乂後再点义するとをのを意 


★消火後すぐに再点火すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しば6く 
冷えるまで待ってから再点乂してください。 











使用上の注意 


★高温部接触禁止 


A ま意 


燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手を 
ふれないで<ださい。やけどのおそれびあ0まず。 


接触禁止 


★ご使用中に、においがしたり目がしみる場含は、給排気筒 
やパッキン部からも排ガスがもれていることが考えられを 
険でず。 

使用するのをやめてお質いボめの版売店にご相談ください。 

★ス I -ーブや給排気筒には、床廳房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取巧けると排ガスの 
水分び結露しやすくなり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーフの寿命を短<する原因にをなります。 



★屋外の給排気筒トップげ雪に埋もれたり、結氷していない 
か、曰凿点検してください。 

★長期間使用しない塌合や、使用期間び終わりました!5、必 
ず電源プラグを抜いてください。 

ほこりや巧れがついて発火することびあります。 



★このストーブは、雷に対ずる巧全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはストーブび故障ずることびあ0ます。 
雷び発生した5電源プラグをコンセントか5抜いてくださ 
ると安をです。またス I ーブをいためることちありません。 

女油性分び多量に飛散する場所では使用しないで<ださい。 



★ス I -ーブの近<でラジオなど使用すると、ラジオに雑音び 
湿入ずるおそれびあります。 


★使用中、停電や電源プラグび损けた後に再通輩しますと、 
デジタル表示部に rff oj び表示されます。このよラな場 
合の再点火は、10〜1日分待ってストーブの本体温度び充分 
下びつてからおこなって<ださい。 


★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じりまず。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることびありますび異常 
ではありません。 







ま全装置 


♦を全装置が作動ずるのは何5かの異常があるとをですか5、下記の処置をしても正常にな日ないと 
きは、お買いホめの販売店にご相談ください。 

♦安全装置び作動した場含は、「運転スイッチ」を押し r 切」にしてか5、下記の処置をおこない、再度 
r 運転スイッチ」を押して r 入」にしてください。（再点火操作） 


まを装置 はたらき 

処 置 

巧 震 自動消火装置 
が 5 

1 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約日政上） 
や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

★地震によって作動した場含、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常びないことを確認し 
てから再点火してください。 

点火まを装置 
が，？ 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点火不良。 

♦点火 ヒー ター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないと をに、 運転を停 
止します。 

★点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したとさはバ 
ーナー底に巧油びたまりま 
す。たまった灯油をふを取 
ってか5、ご使用<ださい。 
(販売店にご相談 < ださい） 

停電を全装置 

EE 0 

1 

1 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
ず。 

♦再び通電されて ち 運転しません。 

♦タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
!一運転は解梯されます。 

★再点火操作をします。 

女現在時刻の設定とタイ マー 
点火時刻の設定をやりなお 
しまず。 

燃焼制御装置 

EE B 

' ♦燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停 

1止させる安全装置です。 

★再点火操作をします。 

1 

過熱防止装置 
が，‘’？ 

参対流巧フアンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したとを、また 
はフアンフイルターにほこりびつまった場を 
に、火がなどの危険を防ぐために燃焼を停止 
します。 

,★対流用フアンフイルターの 
ほこりを取り除いてか目、 

再点火操作をします。 

★処置をしてを、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 
スイツチを r 切」にして、販 
売店に連絡してください。 

EE 表示は安全装置が作動したとさのエラー表示でず。 

詳しくは、24ページを参照してください。 

…お願い 

がずストーブを消火し、本体 
温度び充分下がってか6おこ 
なってください。 


成 





使用のたびに 


点検-手入れのときのを意 


★点検•手入れをおこなラとさは、ストーブを消义し、ストーブが充分冷えてか5手袋をはめて、必 
ず 電源 プラグを巧いておこなってください。 

★電装 部品や 燃焼 部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


★周囲の状態 


♦送油経路やス I -ーブに油漏れかまたは油のたま 
0、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とをこぼれた灯油はよくふさとってください。 
方一油漏れにぶって油のたま0、油にじみが生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびな<なったことを確 
認してから点火操作をしてください。 


★ファンフィルター 

•ス I -ーブ背面のファンフィルターを引を损いて 
から、ほこりを電気掃除機などで取り除いてく 
ださい。 









日常の点横-手入れ 


1箇月に1回於上 


I ★ルーバーの ほこり 

♦ルーパーびミちれたり、ほこりび付着した場合は、電気掃除機 
や、固くしぼった城れ雑巾などでみき取ってください。 



3箇巧に1回な上 


I ★電源プラグ • □线ンと 

•電源プラグ、コンセントにほこりやちれびたま 
ると火災の原因になることがあります。 3箇月 
に！〜2回電源プラグをコンセントから振いて、 
付着したほこりや巧れを取り除いてください。 



I ★ 油受けの 掃除 I 

•油受けに水やごみび 
たまると、油タンク 
にな油があるのに、 
r 給油ランプ」び「点 
減」して消义するこ 
とびあ0ます。 

♦ r 油タンク」を取り出 
してか6、「油最け」 

を傾けないよラに取り出し、たまった水やご 
みを取 D 除いて < ださい。 

r -お願い- 

★油受けは、水で洗わないでください。必ず 
巧油で洗ってください。 




「★パッす:/」 

♦燃焼中、室内ににおいびこをるよラな場合は、 
と < にを意して点検して < ださい。 

• 熱交操器とノ くーナーの接続部、熱交換器の上部 
•点火 ヒーターの 取0付け部 

I ★油憂 I すさち对靑聞 


I 楓ヒー召 

♦点乂ヒーター及びパッキンび古くなり、切れた 
り、すきまなどびあると、点火不良及びガス漏 
れの原因になりまず。 

(販売店にご相談 < ださい） 


♦油タンクと油受けを取0出し、附属品のスポイトや市販の給油ポンプ等で油受けざら内の水やごみを取 
り除いてください。 




★燃焼リング、 バーナー 


け然焼リング、バーナーは高温になりまずので焼損することびありまず。とさどを点検し、変形や焼損し 
ていた5早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 


み給排気筒 


ご使用中、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒やパッキン部か5排ガスがもれていることが 
考え5れ危険です。点検後お買いホめの販売店にごホ目談ください。 


♦給排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、トップの商囲に可燃物がないかなどを、 
とをどさ点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の U ング（日 IJ ング)は耐熱性のをのですび、2〜3年で炭化す 
ることびありまず。ゴムの硬化及び割れなどびある場合には、においや排ガスびちれるおそれびあ D 
ますので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースがみさびつていないか点検してください。 



0リング 

種駕 

運動巧 0 U ング 

呼び径 

P 39 4種 C 

材質 

シ U コンづム 


地震などの災害が発生したときの点横について 


•地震などにより製品に振動、衝撃が加わったと重は、運転をずる前におず;夕の点横を実施してください。 

I 点検巧容 I 

♦機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りの外れ、漏れの点検 ♦送油経路か5の油漏れの点検 

★点検で異常びみつかったと定や、点検したのちに使用していると さ、排 ガスのにおいびしたり目びしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の 


お客様相談 窓口 一覧 に修理依頼をしてください。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


4 





定期点検 


長期間ご使巧になりますと、機器の点検が必票でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
ををにお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お質い上げ店、文は 
修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-34 日日-2目 28) でおこなう技術管理講習会修了 
者(石油機器技術管理±)など)のいる店、当社などにお問い合わはください。 


V . _ ノ 

( 定期点検の内容 1 

頃 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

♦油受けの掃除 •油受けざ5の掃除 

♦送油経路の油われ 

機能部品の点検- 
確 認 

•電気配線-安全装置のはた6を•操作部品-動く部品のはた6き 

消耗しやすい部品 
の点検 ■ 交換 

♦点火ヒーター、燃焼リング 

掃除-点検-整備 

♦本体内部、フアン フィ ルター、巧流用送風機、ブロアケース(ブ□アモーター） 

•各接続部のパッキン、日リング•給排気筒の接続、つまり , 


故障-異常の見分けかたと処置方法 

里を依頼される前に調べていただをたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の內容を確認してください。 

下表のよラなが態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

点 

火 

消 

火 

時 

初めて使用するとさ、けむりやにおいび出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどび焼けるためで 
す。 

点火後数分間、とさどさ炎び大さ<なる。 

燃焼部び冷えているためでず。 

点火-消火時に r キシ S 音」びする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音でず。 

点火してをすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ストーブ内部 
び暖まると直動的に出ます。 

初めて使用するとをは、電磁ポンプの振動 
音が大をい。 

ポンプ内に空気び混入しているためです。しばら 
くすると止まります。 

燃 

焼 

時 

v _ 

「カチカチ」時計のよラな音びずる。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交換器の一部びラすホく赤熱す 
る。 

異常ではあ0ません。 

ときどき黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 






故障-診断チ:！:ック表 


★この表な外に不具をびあるとをは、お買ボめの販売店にご相談下さい。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

ス 

イ 

シ 

チ 
び 
/い\ 
打 
し 
な 
し'» 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

び 

ふ 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

火 

で 

ち 

文 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

び 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

义 

る 

置 

山 

巨 

油 

に 

じ 

み 

び 

お 

る 

び 

び 

D 

% 

出 

る 

給 

ミを 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

滅 

ず 

る 

突 

然 

す 

て 

を 

ン 

吝 

消 

i 

\ 

処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









〇 

電源プラグをコンセントに 
差し化んでください 

停電した 

日 





固 




〇 

停電復帰後点火し直して< 
ださい 

対震自動消火装置び 
作動した 






益 





泻点火操作をしてください 

油タンク、油受け、 

油受けざらに水び入 
つている 


〇 

〇 








水混入のな油をすっかり 
扳いて<ださい 

油タンクにな油び 
ない 


日 









■灯油を入れてください 

灯油が給油のとさに 
こぼれた 





日 


日 




こぼれたな油ををれいに 
ふさとってください 

不良な油を使用した 


〇 

がピ 

〇 

〇 







販売店または别祇のお客様相 
談窓□—覧にご相談ください 

省電力機能び作動し 
ました 










日 

操作部のいずれかのボタンを 
押して<ださい 
(1 日ページ参照） 

配線不良びある 



〇 

〇 







販売店または別祇のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


日 





// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 







〇 

〇 



II 

フレーム □ッ ド不良 






〇 
が6 





り 

電磁ポンプ不良 


〇 
巧3 

〇 

〇 

〇 

〇 

EEB 





II 

点火ヒーター不良 


〇 

な? 









II 

排気筒接続不良 











排気筒の接続を確認してく 
ださい 










因 


正しい給油□□金を取付け 
てください （9 ページ参照） 


•この表の「も？」は、24ぺージ L デジタル表示の見方」を参照してください。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


ぶ 



























故障-異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


★ストーブの運転中に異常び起こり消火した場合、下記のように、デジタル表示部に r エラー表示」します 
ので処置をして < ださい。 


' エラー 

表示 


原 因 

処置方法 1 

画巧 

♦運転中に電源び切れました。 
♦タイマー点火待機中に電源び切れま 
した。 

(停電安全装置び作動） 

•電源プラグの差し込みを確認し、再点火 
操作をしてください。 

画囚 

♦点火安全装置び作動しました。 

♦原因不明の場含は販売店または別紙のお 
客様相談窓□一覧まで連絡して < ださい。 

EE 

5 


♦対震自動消火装置び作動しました。 

♦作動した原因を取0除を、再点火操作を 
して < ださし、。 

画因 

♦運輯中に消火しました。 

•迸油経路の異常です。 

•販売店または別紙のお客様相談窓□一費 
まで連絡してください。 

画囚 

•燃焼巧送風機び故障しました。 

•販売店または別紙のお客様相談窓□一覧 
まで連絡してください。 



♦過熱防止装置び作動しました。 

♦本体温度が充分下びるのを待って、ファ 
ンフィルターを掃除し、再点火操作をし 
てくだごい。 

函 


♦バーナーヴー S スタが断線しました。 

•ノ C ーナー内に阿油び溜ま0ました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓□一覧 
まで連絡して < ださい。 

函 


•着火ミスを3回しました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一寶 
まで連絡して < ださい。 

国 


♦排気筒びはずれました。 

♦排気筒を点検して接続を確認し、再点火 
操作をして < ださい。 



♦油タンクの灯油びなくなりました 

♦本体温度び充分下びるのを待って、油夕 
ンクに給油し再点乂操作をして<ださい。 


国 


♦室温が3目で政上になりました。 

参ルームヴー5スタの取0付け位置が 
よくありません。 

♦ルームサ ー S スタの歌0付け位置を確認 
し、適切な位置に移動させてください。 



♦室温び一10むな下になりました。 
♦ルームヴー S スタの不良、断線、ま 
たは配線振けです。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓□一覽 
まで連絡してください。 

全消な 

\ 

♦省電力機能び作動しました。 

(10 ページ参照） 

♦操作部のいずれかのボタンを押してくだ 
さぃ。 





•ス I -ーブを保管する場合は、1目ページ 曰常の点検•手入れの 項を参照して、ストーブの手入れを 
してか5保管してください。又いたんでいる 簡所は 修理をしてから保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気•火気■高温などの悪い影響のおよびに<い巧であって、しかをストーブ 
の上には重量物をのせた0、人び乗った0しないよラ配慮して<ださい。 


1ストーブを長期間使用しないで保管ずるとさは、必ず電源コードのプラグをコンセントか5抜く。 

〇ストーブを使用ずる季節が終り格納ずるときは、油タンク、油受けざ5内のな油を附属品のスポイト 
^や市販の給油ポンプで全き I 5 抜定取ってください。 （20 ページ参照） 

^-お屈頁し、- N 

油タンク、油受けざ5にな油が残っていると、鏡びたり、穴があいたりずる原因になります。 

〇ストーブや油タンクの表面をふく。 

d ♦固くしぼったミ謂れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れをお0、乾いた巧で水気をふを取って<ださい。 

★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめ<ださい。 

塗装が変色したり、危険です。 

♦□金開閉具は、紛失しないよラに、本体側面の背面力 
ノ く一の長巧に弓 I っ掛け保管しておくと便利でず。 

女□金開閉具についたな油は、よく拭を取ってください。 

な 本体にほこりがたま5ないよう、適当なカバーをかける。 



附属品と r 取扱説明書 J • r 工事説明書」 
しないよう同時に保管しておく。 


r 保証書」も紛失 



ii 


部品交換のしかた 


> 

A ま忌、 

、 


★分解 優 理の禁 山 

故障、破損した6使巧しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 分解禁止 

ノ 


短期間に消辞する部品は特にありませんび、燃焼 U ング、電離ポンプ、点火ヒーター、パッキンなど 
の交換部品び必要な場合は、お買求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交撰の隙は、おず純正の補修部品をお使いください。純正の部品た(がを使用して万一故障や事 
故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 


不完全な修理は危険でず。修理をお受けになる場含は、財団法人日本石油燃焼機器お巧協会でおこな 
ラ技術管理講習を修了ち(石油機器按術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


お手入れ•アフタ—サ—ビス 













ル 


燃 樵 状 態 


もどり營 


■送油経路図 

が说リング 


運転スイッチ 


操作表示基板 


ホ-ル 


バーナーサー支スタ 


電磁ポンプ 


ルームヴ ー s スタ 


ブ□アモ—夕— 


給気ヴ ー S スタ 


フアンモーター 


巧震自動消火装置 


点乂 ヒーター 


過熱防止装置 


ノレー ム□ツ 


給排気筒トップ 


ミを受けざ5 


/否磁ボンプ 


油タ ンク容量 
外形 寸法 




電_1量電圧及び周波数 
定略消費電力 
給排気筒の型式 の呼び 
給排気筒の呼び径 
給 排気筒の壁貫通部の孔 径 
排 — _気 温 度 

輩流ヒューズ 
安全装置 


高さ日日已 mm . 幅44日 mm . 舆行38日 mm (置台を含む) ' ^ 一一" 

17 kg ~^ 

1日日 V 加 / 60 Hz ■ ^ 

点火時巧日 /25日 W 燃焼時29/2目 W 最大68日/目 SOW (点火初期時に短時間発生) 
_ FFP -320 

□39 _ . 

7日 〜 SOmm 

26日む政下 ■ ' 

iA ^■― 

巧 震自動消火装置 • 点火 安全装置 • 停電安全装置福熱防止装置•藏靡商桶展置 ■ 
壁固定金具 （1 セット）‘標準給排気筒セット （ I セット）.木た[开1录 T ■ ■ 

スポイト （1 個）•口金開閉具 （1 個） 


0.396 L/h 
14650 kJ/h 
86 . 0 % 
3.50 kW 


日.に日 L /h 

444日 kJ/h 
80.0% 
0.988 kW 



m すの呼び 
種 類 

点乂 ち __式 

使 用 燃 料 


FF -3 己 5 T 

密閉式石油スト-ブ|ポット式 • 強制給排気形 • 強制対流あ 

電気 点乂 __ 

の•油 （ J に1号） 


茶ホ橫黄 


袖タンク 



































この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項.注意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につさましては、イ呆証いたしません。 


情修用性能部品について I 

★密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧ち切り後7年です。 

♦補修用性能部品とは、製記の機能を維持ずるために必要な部品でず。 

I 転居される場合 J 


♦このス I -ーブは電源周波数抓、6日 Hz とわ同一仕様です。 

女電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地か5の転 
居は再調整び必要ですので別祇の會穗相誘！ 己一 厚]までご相談ください。 


A ま忌 

1★み解履理の禁正1 


故障、破損したら使用しないでください。 

CD 

1 

不完全な修理は、危険でず。 

分解禁止 

ノ 


故障-修理の際の連絡先 


アフターヴービスについてねからない場含は、お買い求めの販売店、または、もよりの焉日 
—賢！（別紙参照)までお問い含わせください。 ~ 


M 


アフターサービス 

保証にミ。司 

♦添付しておりまずな証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。記載 
內容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★イ呆証期間はお買い上げの曰よ 01 年間でず。 

[修遲を依頼を^理 

♦故障.異常の見分けかたと処置方法(のページ)に従って、お調べください。直らないとをは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグをあいてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油暖房磯(密閉式石油ストーブ） 

③型式の呼び… FF-35 己 T 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ，電話番号 

•修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださ 
ます。 

♦保誰期間び過ぎているときは、修理すれば使用できる場合には、ご帮望により有料で修理させていただ 
さまず。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されていまず。 


お手入れ•アフタ I ヴ I ビス 








据付け-移設について 

据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 


♦据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


♦据付けについては、火災予防条例、電気設備に関ずる巧術基準などの法令の基準がありまず。工事説明 
書の r まをのために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してくだをい。 


給排気筒を延長する場合の注意 


♦給排気茵を延長ずる場合は、3 m 3曲がりむ下で取巧け5れる場所を選定してください。 


積雪地区における注意 


♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してください。また、 
風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い这んで、不完全燃焼を起こすことがありまず。 


据付け後の確認 


♦据付けが終りましたら、もう一度、工事説日月書の r ま全のために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け5れているかどうかを確認してください。 
















_ 試運転 _ 

♦試運範は、販売店又は据付業者とご一緒に必ずおこなってくだごい。 

1 油タンクに灯油び充分入っており、油タンク.ス I ^ーブ各部に油漏れびないかどうかを確かめてくだ 
さい。 

2電源プラグびコンセントにさしこんであるか確認してください。 

籠 i 講 

1運転開始手順 

♦ 8 ぺージの！ 使ラ前の 準備、11ぺージの 使用ち 法に従って運転させてください。 

2初期運乾時の異常現象 

♦開こんして初めて使用したとき、防謂油とか望料やほこりび乾燥したり、焼けたりずることによっ 
てス I ブから、約2日分間位煙やにおいび出ることびありまずび、ご使用には全く支障はありませ 
ん。 

3正常運転の目安 

♦正常運転時のパ’ーナーの炎の色は、黄乂びとさどさまじる青炎です。 


消火の手順 


•16 ぺージじ肖乂 I に従って消火操作をしてください。 


据付け 
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お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 
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株式会社 1 - 31 -备 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町日番17号〒467-08日5 

TEL 日日 2- 8の-1144 FAX. 扼 2-8 益-2742 


巧 


巧すをなトヨトミは快适巧巧の一巧としてこの取扱は巧を巧を巧巧していまず。 
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